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日本卸売学会 第３回研究例会開催 

－ＪＩＩ 西田社長 標準化推進状況などを報告－ 

－日本卸売学会－ 

食品業界共通の商品マスターベースセンターを運営するジャパン・イン

フオレックス（ＪＩＩ）の西田邦生社長は２月４日（土）、明治大学の駿河台キ

ャンパスで行われた日本卸売学会の第３回研究例会で講演し、業界で

長年課題となってきた品質系情報授受の標準化などを柱とする今後のＪＩ

Ｉの活動方針を語った。「新たな標準化のステージに入った食品の商品

マスターデータベースセンターの活動について」と題した今回の講演は、

消費財流通分野における今後の情報革新のエンジンと目される業界共

通プラットフォームの成功事例であるＪＩＩの活動実態を商学研究者や業

界実務者に詳しく伝えるもの。この中で西田社長は、従来、メーカー・卸

間で個別に行われていた商品マスタ項目に加え、標準化推進機関のＰＩＴＳが定めた品質系情

報項目の登録・提供サービスを開始し、業界全体の効率化に一層貢献していくなどと述べた。

またＥコマースやオム二チャネルの進展を踏まえ、今年は商品特徴を言葉で分かりやすく伝える

記述式項目（商品コメント欄）への登録をメーカーに働きかけていくという。なお今回の研究例会

は「流通における情報革新の方向性」を統一テーマに知見の共有を図るもので、西田氏のほかＩ

ｏＴ、人工知能などの技術利活用に詳しい丸山秀樹氏（東急総合研究所）らが講演した。 

【プログラム】 

 ・株式会社東急総合研究所  執行役員  主席研究員  丸山  秀樹氏 

   「第４次産業革命が次世代の流通業に及ぼすインパクトに関する考察」 

  ～ＩｏＴ・ビッグデータ・人工知能・ロボティクスの飛躍的進化に向けて～ 

 ・株式会社ジャパン・インフォオレックス 代表取締役社長  西田  邦生氏 

   「新ステージを迎えたジャパン・インフォレックスの標準化活動」 

 ・明治大学商学部教授・日本卸売学会理事  大友  純氏 

   「情報革新時代に再評価されるべき流通の人的チャネルについて」   

 

 

 

 

 

 

 

関連省庁・団体からのお知らせ 

 

研究例会で講演する 
西田邦生 社長 

研究例会会場 
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食品リサイクル法に基づく食品廃棄物等の不適正な転売の防止の取組

強化のための食品関連事業者向けガイドラインの策定について 

― 農林水産省食料産業局バイオマス循環資源課食品産業環境対策室 ― 

 

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部企画課リサイク

ル推進室

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部企画課リサイクル推進室 
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